
令和元年度 鳥取市教職員研修アンケート調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取市では、本市教育の最重要課題である学校不適応解消（未然防止）・学力向上に向け、特別支援教

育の視点を基盤にした研修をしています。 

鳥取市教育センターは「研修で学校が変わる」を合言葉に、中堅教諭等資質向上研修を核として複数

のキャリアステージや職務とのコラボ研修を実施し、効果的に研修成果を学校運営に活かすマネジメン

トサイクルの確立を図っています。 

本アンケート調査では、各学校における鳥取市教職員研修受講者が研修したことを校内で協働しなが

ら実践に活かし、研修成果を還元している状況を把握するとともに、今後の研修企画の資料にすること

を目的としています。 

※アンケート期間 令和元年１２月５日～令和２年１月１５日 

※アンケート対象 鳥取市立小・中・義務教育学校（５８校） 

アンケート調査の趣旨 

１ 研修受講者の学校運営参画意識の変化 

＜回答内容＞      （昨年度） 

① 高まった………５５％（５２％） 

② やや高まった…４５％（４６％） 

③ 変わらない…… ０％（ ２％） 

④ 下がった……… ０％（ ０％） 

 

＜考察＞ 

○全学校が研修後の学校運営参画意識に肯定

的な回答をしている。研修で学んだことを

学校課題解決に向けた取組につなげようと

する意識がうかがえる。 

 

○ほぼ全ての学校で職員会議、校内研修での研修資料の回覧や研修内容の伝達・報告が行われている。

全教職員への研修内容を共有化する機会の設定が定着し、研修内容を学校不適応解消（未然防止）や

授業改善に活用している。 

○コラボ研修を行ったことで、校内においても他のキャリアステージや職務の教員との協働が進んだこ

とがうかがえる。 

○教育相談コーディネーターが学校課題解決のための協働推進者として、重要な役割を担っている。 

○学力向上、授業改善に向けて、プロジェクトチームを立ち上げ、「魅力と徹底」の具体的方策を学校全

体で協議し、決めたことを学校で一枚岩となって取り組み、児童生徒の学力向上と教師の指導力向上

につなげようとする実践がなされている。 

 

▲各校において、研修内容の伝達・報告が実践されているが、学校課題解決のために、さらに学校の中

での協働や実践意欲につなげるよう促進することが課題である。 

 

◆来年度も、鳥取市教職員研修を各学校での継続した取組に活かすことができるよう、研修受講者が他

のキャリアステージや職務とコラボ研修することで学びを深め、学校運営の一員として学校課題解決

をねらいとした研修内容を企画していく。 

考察 （〇：成果、▲：課題、◆：展望） 

55%45%

①高まった ②やや高まった

③変わらない ④下がった



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修内容伝達・報告の方法 

３ 研修内容を学校課題解決に活かす協働推進者 

＜回答内容＞ ※複数回答可  （昨年度） 

・研修資料を回覧・共有…４８校（４７校） 

・職員会議で伝達・報告…４４校（４０校） 

・校内研修で伝達・報告…４２校（５２校） 

・部会、専門委員会、プロジェクトチーム等

で伝達・報告……………２８校（２７校） 

・学年会で伝達・報告……１１校（１６校） 

・その他…………………… ９校（１１校） 

（記述欄） 

「研修報告資料を自作し、伝達した」「拡

大した研修一覧を掲示し、学んだポイ

ントを付箋に書いて交流し合う」等 

＜考察＞ 

○研修資料の回覧、職員会議や校内研修での

伝達・報告をする学校が多い。 

○短時間で報告の場を設定するために、少人

数での会を開いて情報共有しようという工

夫が見られる。 

＜回答内容＞ ※複数回答可    （昨年度）                   （昨年度） 

管理職…………………………５３校（５０校） 教科主任……………………………２２校（１９校） 

研究主任………………………５１校（４８校） 専門部長・チームリーダー………２２校（２２校） 

教務主任………………………５０校（５３校） 養護教諭……………………………２１校（１９校） 

特別支援教育主任……………４２校（４３校） 人権教育主任………………………２０校（１８校） 

生徒指導主事（主任）………３０校（３５校） 中堅教諭等資質向上研修対象者…１４校（１９校） 

教育相談コーディネーター…３０校（１０校） その他………………………………１２校（１３校） 

学年主任………………………２６校（２２校） 保健体育主事……………………… ７校（ ９校） 

＜考察＞ 

○管理職、研究主任、教務主任と連携した学校が多い。さらに、各主任、主事等をリーダーとし、委員会

や少人数での会を設定して学校課題解決のための取組を連携して実践していることがうかがえる。 

○昨年度と比較して、生徒指導主事（主任）との連携が５校減った。教育相談コーディネーターとの協

働に移行したことがうかがえる。 
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４ 研修内容を学校課題解決に活かす取組の実施単位 

＜回答内容＞ ※複数回答可 （昨年度） 

① 学校…………………５３校（５６校） 

② 学年…………………２８校（２８校） 

③ 学級…………………１９校（１８校） 

④ その他………………１１校（ ９校） 

（プロジェクトチーム、ブロック、教科会等） 

 

＜考察＞ 

○ほぼ全ての学校が、研修内容を活かした取

組を学校全体で行っている。また、研修で得

た学びを受講者の学級や学年だけでなく、

プロジェクトチームやブロック、教科会等

での取組、学校全体の取組に広げようとし

ていることがうかがえる。 

５ 学校不適応解消（未然防止）の取組への活用度 

６ 授業改善への活用度 

＜回答内容＞          （学校数） 

① 活かした…………………７８％（４５校） 

② やや活かした……………１９％（１１校） 

③ あまり活かせなかった… ３％（ ２校） 

④ 活かせなかった………… ０％（ ０校） 

 

＜考察＞ 

○ほぼ全ての学校が、研修で得た学びを学校

不適応解消（未然防止）の取組に活用してい

る。 

 

 

＜回答内容＞          （学校数） 

① 活かした…………………６９％（４０校） 

② やや活かした……………３１％（１８校） 

③ あまり活かせなかった… ０％（ ０校） 

④ 活かせなかった………… ０％（ ０校） 

 

＜考察＞ 

○すべての学校が、各校での授業改善に向け

て、研修内容を活かした取組を行っている

ことがわかる。 
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①学校は、どのような取組を行いましたか。 ②取組によってどのような効果がありましたか。 

＜回答内容＞ 

・スクリーニングシートを基に各学級・学年プラス

級外で児童の実態を把握し、要支援児童について

教育相談コーディネーターを中心にケース会議

をもち、支援方法の協議を行う体制づくりが進ん

だ。 

 

 

・アセスの結果分析についてのスキルを高めた。山

田洋平氏を招聘し研修を行い、ＳＥＬ－８Ｓを導

入した。 

 

・支援を必要とする児童に対して、従来の支援方法

を見直し、ポジティブ行動支援を行っていくた

め、何かをやめさせる支援から増やしたい行動を

促す支援へと転換を図った。 

・特別支援教育の研修で学んだ児童の課題の見取

り方を生かし、支援学級の自立活動の年計を見直

した。 

 
 
・学力向上に向けてプロジェクトチームを立ち上

げ、「魅力と徹底」の具体的な方策について協議

し、毎時間のめあてや態度目標の板書、振り返り

の徹底など、各学級で学力向上に向けた取り組み

を行った。 

・考え、議論する道徳の授業の在り方、評価の方法

について、研修を深め、実践に生かした。 

・「一点突破」の一点（簡単にできること、続けられ

ること）を決め共通理解し、共通実践につなげた。 

 

 

 
 
 
 
・人権教育の充実を図るために、鳥取市の「一人一

人が輝く人権教育推進プラン」を活用して職員研

修を実施した。 

 

 

・Q-U分析の際、受講者が紹介した児童への関わり

方のポイントやピア・サポートの仕方などをヒン

トに、よりよい学級経営をしていくための継続的

な手立てについてグループ討議した。 

 

・担任のみではなく、複数の職員の目で観点に沿っ 

て児童の実態を把握することにより、より客観的

な見取りができ、また、要支援児童への気づきや

把握が充実した。スクリーニングシートを基に学

校とスクールソーシャルワーカー、スクールカウ

ンセラー等と効率的にケース会議で協議を行え

た。 

・全職員の児童理解が深まり、児童の支援について

共有することができた。児童の実態に応じた見取

りが細やかになり、何にポイントを置いて支援す

べきかが明確になった。 

・学校全体及び家庭にも呼びかけて連携して取り

組んだ結果、特別な支援を必要とする児童が落ち

着いて生活する姿が見られるようになってきた。 

 

・集団で自立活動を行う際も、教師側が、個のねら

いをより明確にもって学習を行うことができる

ようになった。 

 
 
・10月に行った算数の学習についての意識調査「算

数の学習は楽しい」の肯定的な回答８０．７％が、

12月には８７．７％となり、７％増えた。 

 

 

・全教職員が共通理解のもと、一貫した授業を行え

るようになった。 

・国・算の学習の始めの３～５分をウォームアップ

タイム（スキルの時間）として、全学級が共通実

践することとして取り組んだ結果、教師にも児童

にもウォームアップタイムの習慣が身に付きつ

つある。 
 
 
 
・いじめにつながる子どもの言動について全職員

で実態の情報交換を行い、教職員の指導の在り方

を共通理解することができた。安心・安全な学級・

学校づくりに向けて教職員で「いじめ」について

考えることができた。 

・全職員で全校児童を見守るという視点や全職員

による共通理解のもと、重点ルールを意識しなが

ら全職員が一貫した指導が行えるようになって

きた。 

＜考察＞ 

○支援を必要とする児童に対しての支援方法を見直し、指導方法の転換を図るとともに、家庭と連携する

等、学校の実態に応じて研修内容を活用する取組が見られた。 

○研修内容を学校課題解決に活かす具体的取組により、教職員の協働や児童生徒理解に効果があったと

感じた学校が多い。 

◆来年度も、各校での学校課題解決に向けた取組に活かせるよう、集合研修後に「研修のまとめ」を継続

して発行し、情報発信していく。 

７ 研修内容を学校課題解決に活かす取組の具体的内容 

特別支援教育の視点を基盤とした児童生徒理解 

学力向上、授業改善 

学校不適応解消（未然防止） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜回答内容＞ 

情報共有の工夫 

・研修受講者が学んできたことを職員会や職員研修、必要な場合は臨時の職員研修を開き、報告・共通

理解する機会を設けた。 

・受講者が研修で学んだことを「学び通信」として A4にまとめ職員に配布し、職員研修で伝達する時間

を設けた。 

・研修で得てきた事柄を校内研修で報告したり、鳥取市教育センターでアップされている研修のまとめ

を全員へ配布したりした。 

・研修受講者が、職員会での報告や資料の回覧を行い、研修内容の共有ができた。具体的にどのような

取り組みが可能なのか一人一人の教員が考えるようになった。 

 協働による具体的取組 

・研修内容により、プロジェクトチームで取り組めることは、具体案を話し合うようにした。 

・研修で学んだことを対応策の一つとして加えることで、児童の実態を様々な面で捉えることにつなが

った。それによって教職員の経験やノウハウを持ち寄ることができ、児童を支援する協働チームとし

ての体制づくりにつながった。 

・不適応生徒に対して、担任任せにせず、チームで対応すること。（教育相談コーディネーター、養護教

諭、管理職、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等との連携） 

 単元開発・指導計画作成 

・キャリア教育について、教科の特性を活かしながら、意図をもって、同じ時期に単元を組む。 

・研修でいただいた資料を参考に、自校の情報教育系統表を作成した。 

・道徳科を主におきながら各教科での横断的指導について研修し、年間計画の見直しを行っている。 

＜考察＞ 

○集合研修の中で「わたしの研修とマネジメントサイクルシート」の活用の働きかけをした成果として、

各校において様々な方法で研修内容の伝達と情報共有が実践されている。 

○研修の学びから管理職のリーダーシップの下、主任・主事等が連携して学校課題解決に向けての取組

を考えるとともに、年間指導計画の見直しや次年度に向けての見通しに活かされている。 

◆来年度も、受講者にとって学び多き研修を企画・運営するとともに、研修内容を校内マネジメントに

つなげられるよう、「わたしの研修とマネジメントサイクルシート」の活用の徹底を働きかける。 

８ 研修を校内マネジメントにどのように活かしたか 

９ 次年度に向けて 

＜回答内容＞ 

・スクリーニングシートやアセス等の活用による不適応の未然防止、「魅力と徹底」による学力向上の取

り組みや児童の実態に応じた授業改善などに取り組んでいきたい。 

・本年度の研修で学んだ「キャリア教育」について校内でも研修を重ね、キャリアパスポートの効果的

な活用などを含めて来年度の研究をより深めていきたい。 

・ピア・サポートについて理解を深め、行事や縦割り活動に活かしていく。 

・アセス検査の実施と分析を継続的に行い、次年度の校内体制による所属変化が起きても、一人ひとり

の生徒の良さを共有し、生徒の自尊感情が担保された人間関係が年度後半の学級集団や学年集団に活

かせるようにする。 

＜考察＞ 

○魅力ある学校づくりの具体的方策など、研修内容を活かして学校課題解決に向かおうとしていること

がわかる。 

◆研修と学校をつなぐために、今年度同様に研修講師の学校訪問指導を紹介したり、指導主事がサポー

ト研修を行ったり、研修資料や成果物を共有したりして、「研修で学校が変わる」を支援する。 


